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　今回の学校だよりは、ホンホン読み語り、保健体育科「ダンス」、音楽科「筝」の授業風景、人権集会、よか

ねぇ佐賀弁です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 杠

１２月７日（木）、この日は、３年生にとって、９年間お世話になった「ホンホン読み語り」最

後の日でした。読んでいただいた本は「おじいさんとまほうのたね」です。スライドや音響効果

を駆使し、ランチルームが温かな感動で包まれました。三瀬の人と自然を愛してやまなかったおじ

いさんのお話です。昨年度、全校生徒と職員で描いた芝桜が画面いっぱいに広がった時、わーとい

う感嘆の声が聴かれました。三瀬の芝桜の咲く頃、何度も何度も読み返してほしいと思います。

３年生はホンホンさんを通じて、この９年間でたくさんの本と出会うことができました。ホンホ

ンのみなさん、改めて、ありがとうございました。私たちが自分自身でできる経験は限られていま

す。その世界を広げ、さらに、人生に彩りを加えてくれるものが、他でもない本だと私は考えます。

また、自分で選ぶ本の方向性は限られてきますが、他の誰かに教えて

いただく本の、なんと新鮮なことか。読み語りの後の、３年生の感謝

の言葉にも大変感動しました。心からの感謝の気持ちを素直に表現で

きる生徒たちを、本当に素敵だと思います。これからもたくさんの本

と出会い、その出会いを大切にしてほしいと願います。

１月１５日（月）から、１月の月曜日と木曜日の５回にわたって、授業協力者の先生にダンスの

指導をいただきました。先生は県内外で活躍されており、ＳＡＧＡ２０２４の準備で大変お忙しい

中、御指導してくださいました。ありがとうございました。

生徒たちは、創作の部分の話し合いを重ね、グループで何度も練習を繰り返しながら、目を輝か

せ全身でダンスを楽しんでいました。最後にはグループごとに工夫した息の合ったキレッキレのＨ

ＩＰＨＯＰダンスを披露しました。

１月２５日（木）に、日本の伝統楽器に親しむ授業として、筝の授業が行われました。講師の先

生には毎年、指導をとおして筝の魅力を届けていただいています。ありがとうござます。私は筝の

音色を聴くと、日本のお正月を想起します。筝の凛として美しい音色に、事の初めをイメージし背

筋が伸びる思いがします。生徒それぞれに、筝に、また筝の音色に寄せる思いをもったことと思い

ます。世界には、たくさんの楽器があります。日本にも、まだ触れたことのない多くの楽器があり

ます。多くの楽器に触れ、音を楽しみ、人生をさらに豊かなものにしてほしいと思います。



　次号は、一月往ぬる二月逃げる三月は……、三瀬中学校校歌を掲載する予定です。

今号は「て」で始まる言葉です。

① でけん ② てもすもいらん ③ てれんぱれん

①いけない、だめだ②たやすい③目的もなくブラブラ過ごす、無駄次時間を過ごす

１月１７日（水）の人権集会では、お話をし

ていただいた先生の、教員になった理由を教え

ていただきました。先生は、相手から受けた一

言、一つの行動ですべての学校生活がよい思い

出となり、きついこと、苦しいことがあっても

学校が悪い思い出となることはなかったとおっ

しゃっいました。みなさんも、そのような温か

い一言、そして行動をとれる人であってほしい

と思います。最後に、先生から３年生に、新し

い環境で緊張すると思うが、三瀬校での良い思

い出を力に、ぜひ行動をしてもらいたい。その

行動で相手が救われることがあるからとエール

が送られました。

２月２日（金）の人権集会では、先生から最

初に「自分は好きですか？」と問いかけられま

した。３年生は卒業を前に、１・２年生は日頃

の生活の中で、自分の在り方を認め、自分を受

け入れる自尊感情、自己肯定感をもつことの大

切さを教えていただきました。人生って楽しい

な、素敵だなという思いをもち、自分のいいと

ころも、よくないところも全部まとめて、Ｉ

am ＯＫになってほしいとおっしゃいました。

そのためにも、リフレーミングすることで、自

分は自分をこういう面で生かしていこうという

思いをもち、将来の夢に輝いてほしいと思いま

す。みなさんの「ＯＫ牧場」は何番ですか？

１月 ２月

三瀬中の図書ルームは、季節ごとに様々な催

しが開催されています。今、絶賛開催中なもの

が、「今年は…辰年」と銘打った「龍やドラゴ

ンが出てくる本」の特設コーナーです。生徒た

ちは、昼休みや放課後に手に取り、楽しんでい

ます。次は、何の特集かワクワクしているのは、

私だけではないと思います。

また、放課後の図書ルームは、いつも勉強す

る生徒たちでにぎわっています。先日行われた、

県内私立の前期入試の次の日でさえ、３年生で

いっぱいでした。中学校生活、支え合いながら

励んできた仲間とともに臨む自主学習は、緊張

感の中にも、安心感があるような感じがします。

保健室前の掲示板は、感染症が流行する時期

等に合わせ、いつもタイムリーな掲示物が掲示

されています。今月は「リフレーミング」。言

葉や出来事のとらえ方を変えて、別のわく組

（フレーム）でとらえ直すことです。「負けず

嫌い」は「向上心がある」だそうです。かえる

言葉でリフレーミングして、物事を前向きにと

らえてみましょう。

前号でお知らせしていました「使い捨てコン

タクトレンズ空ケース」の回収ボックスを玄関

に設置しました。新生徒会の取組に、ぜひ御協

力ください。

※お願い

アルミシールは完全にはがしてお持ちください。

☺


